子の ようにべ たべた いろんな 色の ついた、 ちょっと 食 

ベて 見たい ような 西洋風な 家 も ありました。 紅い 丸屋 

とぎばなし 

根 を もった、 窓掛の 桃色の、 お 伽噺の 子供の 家の よう 

な 家 も ありました。 

いまだと きお 

二十 四 番地！ さあ ここ だぞ。 今 田 時 雄、 ああ これ 

と. こラ 

だ、 これが 昔の 友達、 時 公の 家 だ。 白い 石の 柱が 左右 

かざ リ ごうし ドア 

に 立って、 鉄の 飾 格子の 扉の ような 門が それでした。 

とめき ち 

まるで 郡役所の ような 門 だな と、 留吉は 考えました。 

門から ずっと 玄関まで 石 を 敷きつ めて、 両側に 

造花 のよう な 舶来 花 を 咲かせて ありました。 

とさこう 

「時 公 も エラ ク なった もんだ な、 算術なん か あんな 



留吉 は、 不幸な 帽子 を 手に 持って 歩いて いるう ちに、 

たいへ ん 腹が へ つ てきました。 

「民衆 食堂 一食 金 十 銭」 と 書いて ある 西洋 館が ありま 

した。 留吉 は、 そこへ 這 入って いって、 隅つ この あい 

た 椅子に 腰かけて、 帽子 を 卓子の 上へ おきました。 

十 銭の 食事が 終る と、 留吉は 帽子 を 椅子の 下へ かく 

して、 何食わぬ顔 をして、 出て きました。 「君の 帽子 だ 

ろう」 あとから 食堂 を 出て きた 車屋さん が、 すつ ぼり 

とめき ち ママ 

と 留吉の 頭へ、 帽子 ははめ てし まいました。 

留吉 は、 長い間 こがれて いた 都 を 見物す る こと も、 

おも 、：" だ 

何 か 仕事 を 見つける こと も、 また 昔のお 友達 を 思 出す 



留吉 は、 また 不幸な 帽子 を 持って、 宿 を 立ちました。 

留吉 は、 と ある 大 川の 堤の 上 を 歩いて いました。 

「ここ だ 帽子 を 捨てる の は。 川へ 流して しまえば、 も 

う 返って 来ないだろう」 

留吉 は、 橋の 上から カー ぱい 帽子 を 川の 中へ 投げ や 

りました。 帽子 は、 小さな 波に 乗って、 ぶつく りぶ つ 

くり、 川下の 方へ 流れて ゆきました。 

「あばよ、 おととい 来いだ！」 

留吉 は、 泣きたい ような 好い気 持ちで、 だんだん 遠 

くな つて ゆく 帽子に 別れ を つげました。 すると 一艘の 

モ ー タ ー ボ ） に. が ポ クン、 ポ クン、 ポ クンと 言いな 



下に も、 いつも ぎらぎらと 光って、 留吉 のす る こと を 

見て いるよう に 思える のでした。 これ は 留吉に は、 た 

まらな いこと でした。 

留吉 が、 不幸な 帽子 を かぶって、 都の 停車場 からま 

た 田舎の 方へ 帰った の は、 それから まもない ことで し 

た。 

( 一 九 二三、 七、 二 四) 
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